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レファレンスに役立つ
国立国会図書館のデータベース

国立国会図書館 総務部人事課

副主査（参事） 宇野亮一

今回ご紹介するデータベース

2

•国立国会図書館デジタルコレクション

•リサーチ・ナビ

•レファレンス協同データベース

•NDL Web Authorities

個別の情報源

•国立国会図書館サーチ

•国立国会図書館オンライン

横断検索／書誌情報

•ジャパンサーチ

ポータルサイト

今回ご紹介するデータベース
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都道府県立・政令指
定都市立図書館の所
蔵資料

他の機関の各種のデ
ジタル情報

etc.

各種データベース
の統合検索

調べるものの
参考情報

国立国会図書館の
デジタル化資料

∴適したDBを選択することが大切

国立国会図書館で
利用できる資料

全国の図書館の
調べ物事例

典拠データ

サポート

国立国会図書館
デジタルコレクション

～長いので「デジコレ」と呼ぶことも～
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デジコレ：概要

■ 国立国会図書館が収集・保存したデジタル資料とその目
次を検索・閲覧できるデータベース

■ https://dl.ndl.go.jp/

■ レファレンスでは…

– インターネット公開資料を見たいとき

– 目次を検索したいとき
※公開・検索範囲とも近日中に拡大予定

5

デジコレ：何が読める？

■ 国立国会図書館所蔵資料のうち，デジタル化されたもの
※国立国会図書館オンライン〔後述〕で検索し，検索結
果から遷移することも可能。

 歴史的音盤アーカイブ推進協議会（HiRAC）がデジタル
化したSP盤等の音源

 NPO法人科学映像館を支える会がデジタル化した科学映
像，記録映像

 NDLが収集したインターネット上の刊行物
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デジコレ：何が読める？
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資料種別
インター

ネット公開
図書館送信

NDL

館内限定
合計

図書
概ね昭和43年までに受け

入れた図書
35万点 55万点 7万点 97万点

雑誌
概ね平成12年までに発行

された雑誌
1万点 79万点 53万点 133万点

電子書籍・

電子雑誌

公的機関・大学等がサイ

トに掲載した情報
105万点 － 14万点 119万点

古典籍
江戸時代以前の和古書，

清代以前の漢籍等
7万点 2万点 － 9万点

博士論文
紙からデジタル化，平成

25年度以降は電子送付
2万点 12万点 6万点 20万点

その他

官報，憲政資料，

日本占領関係資料，

歴史的音源等

9万点 1万点 8万点 18万点

合計（令和元年7月時点，概数） 159万点 149万点 88万点 396万点

デジコレ：どこで読める？
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図書館送信資料

図書館向けデジタル化
資料送信サービス参加
館と国立国会図書館の
館内で閲覧できるもの

約149万点

インターネット
公開

著作権処理を行い，
インターネットで公開
しているもの

約159万点

国立国会図書館内
限定

国立国会図書館の館内
でのみ閲覧できるもの
（検索・書誌事項確認
はどこからでも可）

約88万点

https://dl.ndl.go.jp/
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デジコレ：検索してみる

9

詳細検索画面

公開範囲のチェックボックス

目次がテキスト化されており，検索可能
（館内限定公開のものも目次はインターネットで検索可能）

コレクション選択
のプルダウン

デジコレ：検索結果
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クリックすると，書誌情報・画像へ

左側の項目で絞り込みが可能
・公開範囲
・コレクション種別
・NDC分類
・出版年

デジコレ：家で読める？

11

（無印）インターネット公開

国立国会図書館／図書館送信限定

国立国会図書館限定

デジコレ：閲覧画面
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インターネット
公開資料は画像が表示

ネット非公開でも
目次情報は確認可能

書誌情報，
巻号・目次情報等の
切り替え
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デジコレ：やってみよう

■ 明治時代の日本人がアフリカ（阿非利加）をどのように
認識していたか地図を見たい。

– 本文を見たい場合は，「インターネット公開」資料
に絞り込んで検索する。

– 検索後，年代等で絞り込むことも可能。

■ 銀ブラという言葉はいつごろから使われるようになった
か調べたい。

– 「インターネット公開」以外の資料も目次検索可能。

– 出版年で並べ替える。

※令和3年9月現在は本文は検索不可能

13

デジコレ：さらなる発展

■ 図書館間送信なので特定の図書館でないと閲覧できない
→個人への絶版等資料の送信

■ 本文は画像データなので検索できない
→OCRによって検索できるように

■ どちらも令和3年現在は不可能だが，実現に向けて着手
されており，比較的近日中に可能となる予定。
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リサーチ・ナビ
～「リサナビ」と言うことも～

リサナビ：概要

■ テーマや資料群ごとの，調べ方や情報源を紹介するサイ
ト。独自の目次データベースなども含む。

■ https://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/

■ レファレンスでは…

– 資料が特定できていない場合

– 調べ方を調べたい場合

16

https://rnavi.ndl.go.jp/rnavi/
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リサナビ：トップ画面

17

データベースの検索
調べ方を調べる

キーワード検索

リサナビ：調べ方案内とは？

■ 調べものに役立つ資料や調べ方のノウハウを，テーマや
特徴ある資料群ごとに紹介

■ 令和3年8月現在，約1,250件。随時追加，更新

■ テーマ・資料群解説の例

– 「漁業について調べるには」

– 「学習指導要領の調べ方」

– 「訓令・通達・通知の調べ方」

– 「スポーツ紙の所蔵」

……などなど
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リサナビ：テーマ別DBとは？

特定のテーマについて検索できるデータベース
※以下では個別に解説していますが，一括検索も可能です。

参考図書紹介
参考図書（辞書・目録等）の書誌情報や内容を紹介。
「小動物の診療に使える事典は？」

目次データベース
参考図書・論文集・資料集・楽譜などの目次を収録。
「図書館法施行規則の解説があるコンメンタールは？」

「近現代日本政治関係人物文献目録 」
明治期以降，日本政治に関わった人物の記述がある目次情報を採録。
「公選では初代の宮城県知事 千葉三郎に関する記述のある本は？」

19

リサナビ：テーマ別DBとは？

「日本人名情報索引（人文分野）データベース」
人名情報（略歴等）を収録する人名辞典等を書誌や収録内容で検索。
「岩手の農業人についての人物録はありますか？」

■ 近代日本軍事関係文献目録 （～2011.3）
戊辰戦争から第２次世界大戦までの日本が関わった戦争に関係する資料。
「第二師団の部隊史は？」

■ 企業・団体リスト情報 （～2017.3）
企業・団体等のリスト（会社名鑑，学校一覧など）を含む資料。
「宮城県で貿易に携わる企業の一覧はありますか？」

■ 科学技術論文誌・会議録データベース（～2018.3）
国内の科学技術関係の学術論文誌等一覧。会議録の情報も検索可能。
「第40回流体力学講演会ではどんな分科会がありましたか？」

……など
20

https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-102783.php
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/post-505.php
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/post-619.php
https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-700014.php
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リサナビ：検索すると？

21

絞り込みポイント
検索結果は５つのタブに分かれて表示
「すべて」「調べ方」「本」
「キーワード」「百科事典」

検索結果の個々の情報には，
どのデータベースからの
検索結果なのか表示

リサナビ：キーワード・百科事典

■ キーワード
検索した言葉と関連する分野や語句をリストやツリーで
表示するタブ。検索した言葉だけでは求める情報が見つ
からなかった際などに。

■ 百科事典
オンライン上の百科事典（現在はWikipedia）を検索した
結果を表示するタブ。リンク先は国立国会図書館とは関
係ないことに注意。
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リサナビ：やってみよう

■ 明治時代の博士号取得者一覧を探したい。

– 国立国会図書館の所蔵資料だけでなく，インター
ネットの情報源も紹介している。

– 「探し方がわからない」「OPAC等で検索してみても
見当たらない」というとき，指針やヒントを得る。

■ 題名からは分からない，千葉三郎に関する本はあるか。

– 本の著者，タイトルだけでなく，一部の書籍につい
ては目次情報や事典の項目も調べることができる。

23

レファレンス
協同データベース

～「レファ協」と呼んでください～

（「共同」ではないです）
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レファ協：概要

■ 国会図書館・公共図書館・大学図書館・学校図書館・専
門図書館等におけるレファレンス事例等を参照するデー
タベース

■ https://crd.ndl.go.jp/reference/

■ レファレンスでは…

– 他の機関の事例を知りたいとき

– 自分の機関の事例を蓄積したいとき

※検索利用だけでなくデータ提供も！

25

レファ協：トップ画面

26

（1）簡易検索

（2）詳細検索

（3）テーマから探す

レファ協：「協同」DBなのです

27

1レファレンス協同
データベース

利用者，図書館員，研究者

○○の調べ方

登
録

登
録

レファレンス

そうやって
調べるのか！

なるほど，この資料
に載ってるのか！

全国の参加館
公共図書館，大学図書館，
専門図書館，学校図書館，

国立国会図書館など

インターネット公開
（一部を除く）

レファ協：「協同」だから…
■ 登録データが多い！

– 類似の事例を探すことができ，調査時間の短縮になる。

■ 様々な種類・規模の図書館等のデータが登録されている

– 自分の機関では普段対応しない質問でも，調査の手がか
りを得ることができる。

■ 回答に至るプロセスや回答の根拠，参考資料の情報も充実

– 信頼性の高い情報を得られる

– 参考文献リストから自館で用意できる資料を探せる

– 回答へのアプローチを参考にできる

■ 調べ学習や読書案内に使えるブックリストの登録も多数

28

https://crd.ndl.go.jp/reference/
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レファ協：使ってみよう

■ 講義が長く，疲れてきた。集中力が上がる方法は。

– Power of Kawaii

– 回答に至るプロセス，使った資料等も記載されてい
る。

29

レファ協：入ってみよう

■ レファレンスを記録することは大切

■ でも単独で記録するのは大変

– 紙→検索しづらい

– DB→誰が作る？

∴レファ協に入ろう！

■ 詳しくは参加するほうがメインの遠隔研修「レファレン
ス協同データベースの利活用」などを
（https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/crd.html）
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レファ協：入ったなら？

■ 一般公開：インターネットでだれでも参照可能

■ 参加館公開：レファ協参加館のみが参照可能

■ 自館のみ参照：登録館のみが参照可能＝館内DBとしても

31

インターネット
公開データ

参加館公開データ

未参加館・利用者

参加館は自館のみ参照（自館登録分のみ），参加館公開，一般公開のデータを見られます。

参加館A館

参照のみ

登録・参照

A館専用 B館専用

参加館B館

WEB NDL AUTHORITIES
～「NDLA」と略することも～

https://www.ndl.go.jp/jp/library/training/remote/crd.html
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ＮＤＬＡ：概要

■ 国会図書館が維持管理する典拠データ（著者標目・件名
標目等の情報）を一元的に検索できるデータベース

■ https://id.ndl.go.jp/auth/ndla

■ レファレンスでは…

– 同名異人・異名同人を調べたいとき

– 調査テーマを絞り込み・拡張したいとき

33

ＮＤＬＡ：トップ画面

34

←検索方法は3種類

ＮＤＬＡ：著者標目

35

詳細表示画面→

右側にあります

ＮＤＬＡ：件名標目

36

https://id.ndl.go.jp/auth/ndla
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ＮＤＬＡ：使ってみよう

■ 住んでいるマンションはSRCらしいのですがそれは？

– 同義語や上位語・下位語などの詳細情報も検索対象。

– いきなりOPAC類を検索するよりも，SRCとは何か・
上位概念に何があるか把握すると効率的。

– NDL所蔵検索へ遷移可能。

37 38ひ と や す み

国立国会図書館サーチ
～「ＮＤＬサーチ」～

ＮＤＬサーチ：概要

■ 各種図書館・博物館等の資料や情報を統合的に検索でき
るデータベース

■ https://iss.ndl.go.jp/

■ レファレンスでは…

– NDL所蔵に限らず資料を探したい場合

– 調べ方なども広く検索したい場合

40

https://iss.ndl.go.jp/
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ＮＤＬサーチ：トップ画面

統合的検索サービスの利点を生かすには？

→一度にまとめて検索し，後から検索結果を絞り込む

41

キーワード検索

簡易検索・詳細検索の
切替

翻訳検索機能

ＮＤＬサーチ：何を探せる？

 本：国立国会図書館所蔵図書・雑誌＋公共図書館所蔵図書

 記事・論文：国立国会図書館作成の雑誌記事索引＋CiNii

 新聞：国立国会図書館所蔵新聞

 児童書：国際子ども図書館および主要類縁機関所蔵の児童書・関連資料

 レファレンス情報：レファ協，リサーチ・ナビ（一部）

 デジタル資料：デジコレ等＋図書館・文書館などのデジタルアーカイブ

 立法情報：国会会議録，日本法令索引など

42

ＮＤＬサーチ：どこから探せる？

43

国立国会図書館サーチ

リサーチ・ナビ
• 調べ方案内
※テーマ別DBは対象外

レファレンス協同
データベース
• レファレンス事例
• 調べ方マニュアル
• 特別コレクション
• 参加館プロファイル

NDLオンライン
• 国立国会図書館の所蔵
資料

国立国会図書館
デジタルコレクション
• 国立国会図書館のデジタル化資料
• 収集したインターネット上の刊行物

都道府県立・政令指定都市立図書
館の所蔵資料

他の機関の各種のデジタル情報
↑「すべての連携先を検索する」
にチェックを入れると（検索時間
は増加するが）ヒット数が増える

など

和図書が中心
（雑誌は調べ
られない）

ＮＤＬサーチ：検索結果

44

検索結果の資料一覧
（同一著作物で形態の異なる
資料はグループ化）

絞り込み
（資料種別，データベース，
所蔵館，出版年等）
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ＮＤＬサーチ：書誌詳細・所蔵機関

45

資料の所蔵機関
の一覧

ＮＤＬサーチ：ＴＩＰＳ

■ 図書を探す

– 「本」を選択して検索

– 近刊図書や書誌作成中の資料もヒット

■ 雑誌を探す

– 「本」を選択して検索

– 基本的にNDL以外の所蔵は入力されていない

■ インターネット上で閲覧できるデジタル画像を探す

– 「デジタル資料」を選択して検索

– デジタルアーカイブなどを横断的に検索

46

ＮＤＬサーチ：使ってみよう

■ 坤輿万国全図について広く情報を集めたい。

– まずは簡易検索で広く検索し，絞り込む。

– タイトルだけでなく目次や論文要旨などに検索語が
含まれていても大丈夫。

– 宮城県図書館「叡智の杜Web」からも……

47

国立国会図書館
オンライン

～正式名称は「国立国会図書館検索・申込オンラインサービス」

……でも「ＮＤＬオンライン」くらいに略したい～
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ＮＤＬオンライン：概要

■ 国立国会図書館の蔵書や電子ジャーナルを検索できる
データベース

■ https://ndlonline.ndl.go.jp/

■ レファレンスでは…

– NDLで利用できる資料が検索できる

– 一部の資料について，雑誌記事，目次も検索できる

– 「登録機関」になれば，図書館間貸出し/遠隔複写/レ
ファレンスを申込める
（https://ndlonline.ndl.go.jp/static/ja/help-6b/index.html?lang=ja）

49

ＮＤＬオンライン：トップ画面

50

資料種別での絞り込み
＊初期設定では全選択

タイトル，著者名や出版
社名での検索
＊雑誌・新聞の検索時に
は出版年を入力しない

複写，図書館間貸出，
レファレンスサービスを利用
したい場合は，ログインする

キーワード検索

ＮＤＬオンライン：検索結果

51

複写や図書館間貸出
などを申し込む
（要ログイン）

ＮＤＬオンライン：検索記号

■ 「／」，「*」，「””」の検索記号を検索語の前後に入力
することにより，完全一致検索や部分一致検索，フレー
ズ検索の指定ができる。

52

完全一致検索
「／」を入力語の前後につけることで，
完全一致検索ができます。
例)「／世界／」で検索→「世界」とい
う資料だけを検索。

部分一致検索
「*」を文字の代わりとして使って，部
分一致検索ができます。
例) ND2* → ND2，ND21，ND216 などを
検索。

フレーズ検索

「””」で挟んだ場合，スペースも含め
た検索ができます。
例)「"journal of science"」で検索→
「journal of science」を含む資料を検
索。

https://ndlonline.ndl.go.jp/
https://ndlonline.ndl.go.jp/static/ja/help-6b/index.html?lang=ja
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ＮＤＬオンライン：使ってみよう

■ ずんだもちに関する雑誌記事はどのくらいあるか。

– 雑誌記事索引を検索する。

– デジタル化されていない雑誌でも，索引を採録して
いて検索可能なタイトルがあるため，デジコレでは
見つからない情報もヒット。

– 採録誌一覧は以下を参照。
https://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_index.html

53

ここまでのまとめ

まとめ：ＤＢ選択のポイント

■ NDLで利用できる資料を調べたい
→国立国会図書館オンライン

■ 一次資料にオンラインでアクセスしたい
→国立国会図書館デジタルコレクション

■ NDL以外の所蔵も合わせて検索したい
→国立国会図書館サーチ

■ 調べ方を調べたい
→リサーチ・ナビ
→レファレンス協同データベース
→Web NDL Authorities

55

まとめ：各種ＤＢの検索対象

56

対象
ツール

NDL蔵書

目次情報
テーマ
別DB

調べ方
案内

他機関
所蔵情報

雑索 デジコレ
リサナビ

（目次DB）

NDLオンライン ○ ○ ○ ○ △ × ×

NDLサーチ

※タイムラグ有
○ ○ ○ × × ○ ○

デジタルコレクション △ △ ○ × × × ×

リサーチ・ナビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

https://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_index.html
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ジャパンサーチ

ジャパンサーチ：概要

■ 日本の多様なコンテンツのメタデータをまとめて検索で
きる分野横断統合ポータル

■ https://jpsearch.go.jp/

■ レファレンス（？）では…

– テーマ別検索・ギャラリー

– 調べ学習やレポート作成にも

58

ジャパンサーチ：ＮＤＬ「の」？

59

メタデータの流れ
デジタルコンテンツの流れ

日本文化発信⇒インバウンド効果観光用VR⇒地域創生へ 研究活動の活性化

多様な分野の
メタデータは
ジャパンサーチ
（国立国会図書
館がシステムを
担当）

書籍等分野は
国立国会図書
館サーチ

【活用者層】国民（地域住民，ビジネスマン，学生，研究者等），日本に興味のある外国人

新規ビジネス・サービスの創出 教育の教材利用 災害時の復興（防災対策）

ジャパンサーチ

・我が国保有コンテンツの
メタデータ集約/API提供
・全体標準化
・利活用の促進

【関係府省等】
・内閣府の会議体を通じた協力
・ガイドラインの普及
・デジタルアーカイブ推進のため
の法的整備
・人材育成のための施策
・アーカイブ活用促進策 等

・（分野ごとの）メタデータ集約・API提供
・（分野ごとの）ポータル提供
・メタデータ等の標準化
・長期アクセス保証

書籍等
分野

放送番
組分野

メディ
ア芸術
分野

地域
アーカ
イブ

文化財
分野

・メタデータの整備
・デジタル化（コンテンツ拡充）
・ウェブでの公開

【各アーカイブ機関】

【国の分野横断統合ポータル】

恒久的保存のための基盤整備

図書館，官公庁，企業，美術館・博物館，文書館，文化施設，地方公共団体等

【分野・地域コミュニティのつなぎ役】

利活用促進のための基盤整備

新しい知の
創造

経済的価値の
創出

ジャパンサーチ：探すだけではなく

60

1. コンテンツの所在等の明確化

2. データ提供機関へのアクセス促進

3. データの利活用の促進

4. データ提供機関への支援

5. 新規ビジネス・サービスの創出等

目指す効果

分野の特性を活かした
検索機能

様々なテーマに関する「ギャラリー」を提
供

利活用促進の基盤～API機能

クリックするだけで楽しめる
多様なコンテンツの紹介

楽しむ

活かす

探す
横断検索

テーマ別検索

ジャパンサーチのメタデータを

利活用しやすい形式で，各種APIを通じて提供

https://jpsearch.go.jp/
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ジャパンサーチ：ギャラリー

■ ジャパンサーチの入口として，「検索機能」を使用しな
い場合でも見て楽しめるページ
⇒特定の主題ごとに，画像，解説文，あらかじめ定義し
た検索結果等を表示し，コンテンツへの理解を促進する

61

テキスト，画像，
検索結果，検索画面

を組合せて表示

資料と解説文を
組み合わせた
電子展覧会

ギャラリー「ことのこと～箏と筝曲」
https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-DZvPpbMP0nczD0

ギャラリー「長崎」
https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-j6b49EaX1nFwB9

ジャパンサーチ：テーマ別検索

■ 検索対象とするデータベース・メタデータ項目を独自に
マッピングして定義した検索
⇒連携機関のオリジナルデータを活かしながら，特定の
テーマに即した検索が可能

62

テーマ別検索一覧
https://jpsearch.go.jp/csearch?from=0

テーマ別検索「刀剣について調べる」
https://jpsearch.go.jp/csearch/ndl-46KaOzRRn7z

ユーザからは見えない形で検索対
象を絞り込むこと（検索制約）が
可能
【NDL書誌】＝NDC756.6のみ 等

「刀剣の名称」の検索フィールド：
【ColBase】 名称，解説，銘文等
【文化遺産オンライン】名称
【NDL書誌】タイトル，要約・抄録
等のDB項目をマッピング

検索結果で表示する項目やその
順番，ファセットも設定可能

おわりに

おわりに

■ さまざまなデータベースがあり，いずれも無料で利用で
きる

■ レファレンス内容に適したデータベースを選択するには

↓

■ 時間のあるときに触ってみることで，
引き出しを増やす！

64

https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-DZvPpbMP0nczD0
https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-j6b49EaX1nFwB9
https://jpsearch.go.jp/csearch?from=0
https://jpsearch.go.jp/csearch/ndl-46KaOzRRn7z
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おわりに

ほかにも

– 国会会議録検索システム
（https://kokkai.ndl.go.jp/）

– 帝国議会会議録検索システム
（https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/）

– 日本法令索引
（https://hourei.ndl.go.jp/）

– カレントアウェアネス・ポータル
（https://current.ndl.go.jp/）

– 立法調査資料（『レファレンス』『Issue Brief』等）
（https://www.ndl.go.jp/jp/publication/index.html）

……なども
65

https://kokkai.ndl.go.jp/
https://teikokugikai-i.ndl.go.jp/
https://hourei.ndl.go.jp/
https://current.ndl.go.jp/
https://www.ndl.go.jp/jp/publication/index.html

